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中国 に 生育す るホ ソ バ オ ケ ラ Atr αctylodes 　lanceα の

　　　　　　　　　　　　精油 成 分 の 変異
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Variation　of 　Essential　Oil　Components　of 　Atrα ctylodes 　lαnce α
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　One−hundrcd 　and 　eighty ．four　plants　of　At ；
’
act）

，todes　lanc’ea 　were 　collected 　in　Anhui　 and 　Hubei
provillces　at　theil

・fio“ rering 亡ime 　and 　the　amounts 　Qf 　the　six 　essential 　oil　componen 亡s，　elemQI （1），
atractylon （2＞，hineso1（3〕，β・eudesm エ）1 （4〕，selina ・4（14），7〔ll）．dien・8・one 〔5） and 　atractylodin 〔6）
contained 　in　thcir　rhizomes 　were 　determined　by　GC ，　The　results 　wcrc 　con ／pared 　with 　those 　of 　the

plants　of 　the　same 　species 　c 〔〕llected　in　M 仁．氏iaoshan　and 　the　outskil
・ts　（Nlaoshan　area ），Jiangsu

pr 〔〕vincc ・　On　the　basis　of 　the　statistical 　ana ］ysis　of　essential 　oil　co 且nponents 　thc　species 且．！ancea

was 　found　to　include　three　typcs．　The　plants　of 　the　nrst　type，　characterized 　by　the　cssential 　oil

fraction　cor ／tainillg　3　as 　its　main 　constituent 　with 　cotton 　like　crystals 　deposited　al’e　distributed　in　thc
eastern 　area 　of　Hubei　province ．　 The 　planLs 〔》f　the　seco 且ld 　type，　characterized 　by　the　essential 　oil

fraction　containing 　20r 　6　but　Iユo　crystals 　are 　distributed　in　the　Maoshan　area ，　Jiangsu　province ，　and
th〔，se 　of　the　third　type，　characterized 　by　containing 　3　and 　4　and 　substantial 　crystals 　in　the 　essential

oil　fraction　are 　distributed　ill　the　western 〔，r　middle 　areas 　of 　Hubei 　and 　the　southern 　area 　of　Anhui
pr〔》Vlnce ．

　Keywords −．
　 Atxa（か〜odes ！a：

・i‘・c・a ；SQhjutsu；essential 　oil ；variatiQ1 ユ ；growth ；sesquitcrpene ；poly．
acetylene ；atractylol1 ； hirlesol； β・eudesmo1 ；atractylodin

　 ホ ソ バ オ ケ ラ Atruct）」tθdgs　 lancea 〔TIIじNB ，）DC ．は キ

ク科 （Composjtae ）の 多年 生 草本 で あ t，，中国長江 流 域

に 生 育 し，1蒼朮」 の 基 原植 物 の
一

つ で あ る
2｝．「蒼朮」 と

「自朮 」 は 神農本草経
3〕に は 「朮 」 の 名 で 収 載 さ れ，宋代

以 米，区別 さ れ る ように な っ た
4〕．明 代 に は 本 草 品 彙精

要
5），本草綱 目

C’〕
に 薬効 と共 に 別項 に 記載 さ れ て い る．「蒼

朮 」 と 「白朮 ゴ は 異 な る 種 を 基 原 と しη
，

日 本 薬 局方
鋤

に

は 精 油 成 分 に 基 づ く鑑 別法が 規定 され て い る．その 生 薬 中

の キ要 な 精油 成 分 か らは 種 々 の 薬埋 作用，牛理活性が 報告

され て い る
S〕が，中国 産 「蒼朮 」 は 精 油 成分 の 変動 が 大 き

く，「白 朮」 と の 区 別 が 困 難 な場合 が あ る
9），また，国 内

に 植栽 され て い る ホ ソ バ オ ケ ラ に も，　［i　±n品 「蒼朮」 と 同様

の 精 油 成分 の 変 異 が あ る
1〔〕1 と報 告 され て い る．

　我 々 は 蒼朮 の 基 原 と品 質 を 明 らか に す る 日的で ，占来品

質の 良い 「朮」 の 産地 と して 著 名 な 江 蘇 省 茅 山 地 域 で 基 原

植 物 を採 集 した．得 られ た 植物 は 1
．
蒼 朮」 の 基 原 植 物 の

一

つ で あ る ホ ソ バ オ ケ ラ と同 定 さ れ た が，精 油成分 の 特徴 は

こ れ ま で の 定説 と は 異 な る こ とを報 告 し た
11 ）．ま た，こ の

調 査 に よ っ て，基 原 植 物 と 精 油 成分 ・品 質 に 関す る 認 識 は

十分 で は な く， こ れ まで の 知 見 を再検討す る 必要性 が 明 ら

か に な っ た．し たが っ て ，現 在 の 主産 地 お よび 歴代 の 本 草

書 に 記載さ れ て い る産 地 で 基 原 植 物 を採 集，同定 し，こ れ

に 基づ い て，品 質評 価 に お い て 議 論 され て きた 主 要 な精油

成 分 の 変異を明 確 に し，比較す る こ とが 重要 で あ る．

　湖 北 省か ら産 出 さ れ る 蒼朮 は 江 蘇省茅 由地 域 と 同様 に ホ

ソ バ オ ケ ラ を基 原 と し，産出量 は 最 も多い と報 告さ れ て い

る
2b ・C）．そ こ で 我 々 は今 回，湖北省 に 覃 点を胃 い て 基原植

物 の 自生地 調 査 を行 っ た．こ の 他，安 徽 省 で も調春 を行 い ，

得 られ た 植物 の 精 油 成 分 の 変 異を明 らか に した．また，茅

出地域 で の 調杏結果 と比 較 し ， ホ ソバ オ ケ ラ の 変異 に つ い

て 検討 した．

（18 ）
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実　験 　の 　部

　L 　植 物 材料 お よび 標 準品

　1991年 に 中 国 湖 北省 3地域，安徽 省 の 1 地 域 5地 点 で

野 外 調 査 を行 っ た．1 地 点 50 個 体 を 凵標 に オ ケ ラ属植物

の 集団サ ン プ リ ン グ を行 っ た．す で に 報告 した II蘇 省 茅 山

地 域 （茅 山地域）
n ，

と 合 わせ て 調査 地 域 は 5地 域 9地 点 で

あ る （TABLE 　I）．

　調 査 地 点 Hu は 安徽省南部 の 皖 南 低 lh丘 陵 に位 置 す る太

平区で あ り，良質な蒼 朮の 産 地 で あ る
2b 〕．　 Wu と Lu は 湖

北 省 西 部の 鄂 西 山 地 に 位 置 し秦 嶺 に 連 な る 地 点 で あ る．

Ca と Ta は 鄂東北 低 山 丘 陵 地 帯 に あ り，　 Ca は 湖 北省中部

の 桐柏 山に属 し，桐柏凵」は 河 南省 と隔 て る ［FII脈で あ る
12 ）．

Ta は 湖 北省東部 の 大別 山 に あ ト〕，今 回 の 調査地点 で 最 も

標高 が 高 く 1．ODO　m で あ っ た．こ れ らの 地 域 か ら は 「蒼

朮」が 産出 され る
2b ）．各調査 地 点 は 海 抜高度 60〜1，000　m

の 広 い 範囲 に 及 び，年 平 均 気 温 は 11．1〜16．0℃，年 問降

水蜀：は 850〜1，560mm で あ っ た
⊥3）．

　調査 は 開花期また は 開花 の 終 期 に あ た る 9 月か ら 10 月

に か け て 行 っ た．得 られ た 材 料 は 地 上部 の 外部形態的特

徴 に 基 づ い て す べ て ホ ソ バ オ ケ ラ Atractygodes　lancea

（TIIUNB．）DC ．と同 定 され た
14 ）．地 下 部 は 30℃ 通風乾燥後，

根 を除 き根 茎 の
一

定 の 部 位
LL 〕を取 り精油成分 の 個体 分 析

を行 っ た ．GC 分 析 に お け る標 準 品 は 市販 の 生 薬分 析 用 標

準品お よび 生薬 か ら単離 され た もの を用 い た
10）．

　2．精油成分 の GC 定 量 と統計解析

　分 析 を 行 っ た 精 油 成 分 は sesquiterpenc と し て elemol

（1），atractylon （2），
　 hineso1（3），β

・eudesmol 〔4），　 seli−

na ・4（14），7（ll）・dien−8−one （5），　Polyacetylene 　ths
’
at 「acty ”

Iodin（6） で あ る．　 phenanthrene （IS）を 内部 標準 品 と

して 前報
11｝ と同様 に 試料 を調製 し GC に よ り定量 を行 っ

た．各地点で 得られた ホ ソ バ オ ケ ラの 代表的な ク ロ マ トグ

ラム は Fig．　1 に 示 した．
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（Hu ） allCl　Hubei （Ta，　Ca，　Wu ，　Lu）1’ rovinces

Lelemol ，3； 11inesol，4： β・cudesmQI ，6 ：atractylodin ，
IS； internal　standard 　（phenanthrene ）、

　GC 分 析 は 前IU］i，

と同
一

装置を用 い た．蒼朮 か ら しば し

ば析 出す る 白色綿状 の 結晶を肉眼で 観察 した．個休分 析 の

結 果 は 前報 と 同様 に 多変量解析法の
一

っ で あ る主 成分 分 析

を行 い ，精 油 成 分 の 特徴 と調査地 点 と の 関連 に つ い て 解 析

した．

結 果

　湖 北省 と安徽省で の 調査 で 得 られ た ホ ソ バ オ ケ ラの 精 油

成分 の 個体分析結果 を TABLE　IIに示 した．茅 ［！l地 域 で 調

査 した 4 地 点 の 柚物の 精 油 成分 の 特 徴 は 調 査 地 点 間 の 差異

が 認 め られ な か っ た た め
11 ），茅 ill地 域 と して ま とめ，今 回

の 結果 と比 較 した ．総計 328 個 体 ホ ソ バ オ ケ ラ を分 析 した ．

　安徽省南部の Hu，湖 北 省 西 部 の Wu ，　 Lu ，お よび 中部

の Ca の 植 物 は 3 と 4 が 主 成 分 で あ り 高含 量 を 示
．
し た

（Fig．　L　 TABLE　II）．湖 北省東部 の Ta の 植物 は 3 が 主 成

分 で あ り高 含 量 をコF し，4 は 0．3％ と 低 く茅 山 地 域 （0．29

％）の もの と同 等 で あ っ た ．1 は ，今 回 調 査 した 湖 北 省 と

安 徽 省 の 植 物 で は 茅山 地域 と比 較 して 高 い 含 財：を示 し た

TAB ［．E　I．　Locality　and 　Nurnber　of　Individuals　Examined

L 〔｝cality
Abbreviation
of 　localitv

Collecting
　 date

No ．　 of 　ind．
examined

Taohuachong ，　Yinshanxian ，　Hubei　prov ．
　（湖 北省 英1［1県桃花 冲 ）

Caodianzhen，　Suizhow　city ，　Hubei　prov．

　〔湖 北省 隋州 市草店鎮 ）

Wudangshanzhen ，　Danjiarlgkou　city ，　Hubei　prov．
　（湖 北 省 月

．
江 口 市武 当 山鎮 ）

Ludianxiang ，　Danjiangkou　city ，　Hubei　prov ．

　〔湖 北 省丹 江 凵 市羅 店郷 ）

Ta

Ca

Wu

Lu

Oct．　　4，　1991

Oct，　　1、　1991

Sep．29，1991

Sep．28，1991

28

30

22

55

Xinhua，　Huangshan 　city，　Taipingqu，　Anhui　prov ，
　 （安 徽 省太 平 区黄山 市新華）

Hu Oct．　13，　1991 49

Xuebu ，　Jintanxian，　Jiangsu　pr 〔＞v ．
Huangjinshan ，　HQuzhowxiang ，　Liyangxian，　Jiangsu　prov ．
Yazitou，　Baohuashan ，　Jurongxian，　Jiangsu　prov．
Foshal1，　Tallgshanzhen，　Nanjing　city ，　Jiangsu　prov ．

U

°
la

　

　

O

XLYF Oct．　15，　1991
0ct．　27，　1990
0ct．　25，　1990
0ct．　2，1，　1990

rO225
イ
7414

（19）
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TABLE　 II．CQntents（％） of　Essential　Oil　CQrnponents　and 　Deposition　of 　White　Cotton　Like　Crystals
in　Rhizomes 　of　Atract．ylodes 　lancea　Growing　in　China

L 〔｝cality
No ．　 of 　ind．

examined

Component （％ ）

1 2 3 4 5 6

　Crystalobserved

（frequency）
Hubei　prov．

Anhui　pr〔，v，

Ta

Ca

Wu

Lu

Hu

Jiangsu　prov ，
　MaQshan 　area 　 Xu ，

　Li，
　（茅 山＞　　　　　 Ya ，　Fo

28　 　 mean 　 　 O．18
　 　 　 max ．1）　 0，51
　 　 　 min ．2〕

　 　 ND
30　 　 mean 　 　 O．09
　 　 　 max ．　　 0，26
　 　 　 mm ．　 　 ND
22　　　 mean 　　　O．20
　 　 　 max ．　 　 0．33
　 　 　 mm ，　 　 ND
55　 　 mean 　 　 O．14
　 　 　 nユax ．　　 0．43
　 　 　 mln ，　 　 ND
49　 　 mean 　 　 O．13
　 　 　 max 、　 0．61
　 　 　 1nln ．　 　 ND

144　 　 mean 　 　 O．01
　 　 　 max 、　 　 O．31
　 　 　 1nln ．　 　 ND

ND

ND

ND

0．0030
．17NDO

．030
．26ND

0．671
．94ND

5．359
．432
．203
．508
．290
．592
．715
．401
．552
．957
．050
．722
．045
．590
，44

0．141
．91ND

0，300
．570
．132
．474
．280
．382
．886
．141
．472
．486
．370
．933
．177
．020
．68

0．292
．50ND

ND

ND

ND

ND

ND

0．090
．45ND

0．OlO
．12NDO

．140
．36NDO

．050
．28NDO

．090
．50NDO

．340
．650
．11

0．371
．OlO
．12

0．54

1．00

0．96

0 ．95

O．74

0．007

1）Max ．　indicates　maximum 　content 　of 　individuals　examined ．
2）Min ．　indicates　minimum 　content 　of　individuals　examined ．
ND ： nQn 　detect，1： elernol ，2 ： atractylon ，3 ；hineso1，4 ：β・eudesmol ，5 ；selina・4（14），7〔11）−dien−8−one ，6： atractylodin ．

（TABLE 　II）．茅 山地 域 の ホ ソ バ オ ケ ラ は 同
一

集団内に ，3

と 4 を主成分 とす る個 体 と， 2 と 6 を主 成 分 とす る個 体 な

どが 認 め られ た
m ．今回調査 した 各地 点 の 植物 は 同

一
集 団

内 で は 主 成 分 は
一
定で あ り，また ガ ス ク ロ マ トグ ラ ム は単

純 で あ っ た （Fig．1）．

　蒼朮 か ら し ば しば 析 出す る 白色綿状 の 結晶は 3 と 4 の 分

子 結 晶 で あ D，結 晶 中 に は 1 も微 量 含 まれ る
15 ｝．結晶 は 茅

凵」地 域 の ホ ソ バ オ ケ ラか らは 1個 体 で 析出が 認 め られ た の

み で あっ た が，湖 北 省 中部 の Ca で は すべ て の 調査 個体か

ら析出 し た （TABLE 　II）．今 回，湖 北 省 と安徽 省 で 調 査 し

た ホ ソ バ オ ケ ラ か ら は，茅 山 地 域 を 除 い て O．54〜1．00の

高い 頻度 で 結晶 の 析出が 確認 され た ．調査地 点間で は，茅

山 地 域 を除 い て 3 と 4 の 合計含 量 は 等 し く5．21〜5．97％

で あ り高含 量 を示 した が，湖 北 省東 部 Ta の 植物 は 湖北 省

の 他 の 地 域 お よ び 安 徽 省 の 植物 と比 較 し て 析 出す る 結晶

の 量 は 少 な く，そ の 頻 度 も 0，54 と低 い 傾 向 が 認 め られ た

（TABLE 　II）．　 Ta に 生 育 す る ホ ソ バ オ ケ ラ は 3 と 4 の 含 有

率 の 比 が 0．06で あ り，他 の 地 域 の 0．77〜1．74 と比 較 し著

しく偏 っ た 比を示 した ．こ の よ うな偏 っ た 比 を示 す個体 は

Ta 以 外 の 植物 か らは 認 め ら れ な か っ た ．結 晶 は 根 茎 中の

3 と 4の 含量 が 高 い ほ ど 析出しやす い こ と は 明 らか で ある．

また，こ れ ら成分 の 含有率 の 比 は結晶の 析出に 影響す る要

因 の
一

つ で あ る と 推 定 さ れ た ．3 と 4 の 含 有率 の 比 の 頻度

分 布 を Fig．2 に 示 し た．た だ し，茅山地 域 の 頻度 分 布 は

両 成 分 を同 時 に含 有 す る 60個 体 の 結 果 に 基づ い て い る．3

と 4 の 含量は 同
一

集団内で 個体 に よ っ て 逆転す る場合が あ

o．3

側ho

口 
魯
Φ』
叫

o、8o

．5
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＝30

囗．5

oo
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　 　 o 蜀 234501 　2345

　 　 　 　 　 　 Content（％｝ratio 　 of β
一eudes 皿o正 to　hinesol

Fig．2．　 Histograms　of　Content〔％）Ratio　of β・Eudesmol　to
　　　 Hinesol　 Contained　 in ・4traclyiodes　 lancea　 among

　 　 　 Localities 　Examined

　　　 The 　 numerals 　 in　 the　figure　 show 　 the　 number 　 of

　 　 　 individuals．

り，そ の 含 量 比 は 個 体 変 異 を示 し た （Fig，2）．茅 山 地 域

と安徽省の Hu は 変異が 大 き く，頻 度分布 は 類似 し た．湖

北省中部
・
西部 地 域 の Ca，　 Wu ，　 Lu は それぞれ分布 は 類

似 し，東部の Ta は 変異が 小 さ く，ま と ま っ た 分布 を示 し

た．

　乾 燥 根 茎 か ら析 出 した 結 晶 の 主成 分 は Ta の 植物 は 3 で

あ り，Ta 以外 の 湖北省 と安徽省 （Ca ，
　 Wu

，
　 Lu，　 Hu ）は

（20）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Pharmacognosy

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Pharmaoognosy

34
Ca

3

4

Ta

　 　 　 　 0 　　　　　　 10 　　　　　　20 　　　　　　30
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔田 inl

Fig．3．　 Gas 　Chromatograms 　of　Cotton　Like　Crystals　Depos ．

　　　 ited　from　Rhizomes 　of 　Atrac！ygodes　lancea　Growing
　 　 　 in　Hubei　Province

　　　 3 ： hinesol，4 ： β・eudesmQl ．

E

4　　　　　
　　
　　
　　
3　　　　　　　　　　　
2

（
遣
「
。

房

咢
⊃
凵
−

q

1

oo

HuWu

LuCa

Li 　　 Xu

　 　 Ya
！

　 　 Fo

Fig．4．
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Variations 　of β・Eudesm 〔｝l　and 　Hinesol　Contained　in
Rhizomes 　of　Atracty！odes 　lancea　Growing　in　China
The 　error 　bars　in　the　figure　 shQw 　standard 　devia−

tions．

3 と 4 で あ り，ピ
ーク比 率 は ヘ キ サ ン 抽出液 と

一致 す る こ

とを確 認 した （Fig．3）．寺林 ら
IG 〕

は Ta の ホ ソ バ オ ケ ラ か

ら 析 出す る 結晶 の 形，偏光性 は Ca，　 Wu ，　 Lu，　 Hu の 植

物 の もの と 異 な り，区別 さ れ る と 報告 して い る．こ の 違 い

は 結晶の 成分組 成 の 違 い に よ る と考 え られ た ．

　各地 点 で採 集した ホ ソバ オ ケ ラの 3 と 4 の 平均含量 を標

準 偏差 と共 に Fig，4 に 示 した．ホ ソ バ オ ケ ラ の 精 汕 成 分

中3 と 4 は 最 も含有率 の 変動幅 が 大 き く，3 と 4 の 含 量 に

つ い て 両成分 と も低 い 江 蘇省南部 の 茅山地 域 3 を主 成 分

と し，高含量を示 す湖北 省東部 の Ta お よび 両 成 分 と も高

い Ta 以外 の 湖北 省 お よび 安徽 省 の Hu，　 Ca ，
　 Lu，　 Wu の

3 群 に 区別 さ れ た．

　2 は 安 徽 省 の Hu で は 49個体 中 6個体 か ら検 出 さ れ，

湖 北 省 で は 西部 の Lu の 1個 体 か ら確 認 さ れ た の み で あ っ

た．茅 山地域 の ホ ソ バ オ ケ ラ と比 較 し 2 を 含有す る個 体 の

頻度 は 低 く，低含量 で あ っ た （TABLE　II）．茅 山 地域 の ホ

ソ バ オ ケ ラ は 2の 含 量 が 高 く，白朮 の 基 原植 物 で あ るオ ケ

ラ A ．iaPonica　KoIDzuMI　 ex 　KITAMuRA と オ オ バ ナ オ ケ ラ

A ．macrocePhala 　KoTDzu／Mii7〕に 相当 し，バ ニ リン
・
塩酸反

応 に 陽 性 で あ っ た
11 ）．安 徽 省 と湖 北 省 に 生育す る ホ ソ バ オ

ケ ラは 日本薬局方 の 蒼 朮 の 規 定に よ く適 合す る 特徴 を示 し

た
2d ）．5 は安徽 省 と湖 北 省 の ホ ソバ オ ケ ラか らは，検出 さ

れ ず，茅 ：II地 域 の 植 物 は安 徽 省 と湖 北省の もの と 区別 さ れ

た （TABLE　II）．

　6 は，安 徽 省 の Hu の ホ ソ バ オ ケ ラ か らは 茅 LU地 域 の 植

物 と同 様 にすべ て の 個体 か ら検出さ れ ，高 い 含有率 を示 し

た （TABLE 　II）．
一

方，湖北省 で は 低 含 量 で あ り，検 出 さ

れ な い 個体 が認 め られ た．特 に 東部 の Ta は低 含 量 で あ っ

た が，調 査 し た すべ て の 集団か ら検出 さ れ た．

　 以 上の よ うに ホ ソ バ オ ケ ラ は 個 体 変 異 が 大 き く，自生 地

と精油成分 との 関係 は 成分 に よ り異な っ た．精 油 成 分 の 特

徴 と自生地 と の 関係 を総合的 に つ か む 目的 で 多変量解析法

の
一

つ で あ る 主 成分 分 析 を行 っ た．各 要 因 の 係 数 か ら第 1

亀成分 （Z1） は 3 と 4の 合 計含 量 を 意 味 し， 第 2主成 分

（Z2） は 両成分 の 含 量 の 偏 り を意味 す る総 合特性 と判断 さ

れ ，Z2 ま で の 累積 寄 与率 は 98％ で あ っ た （TABLE 　III）．

　328 個体 の Zl，　Z2 の 主成 分 得 点 を散布図 に示 し た （Fig．

5）．湖 北 省東 部 の Ta は 他の 集団 と重な りが 認 め られず特

徴的 で あ っ た．茅 凵」地 域 の 144 個 体 は他 の 集団の 分 布 と重

な りを示 し た が，第 2，3象 限 に 極在 し，よ くま と ま っ て

い た．そ の 他 の 集団 は 第 1 象限 に 分布す る個 体 が 多 く， 分

布 は重 な り互 い に 区別 さ れ な か っ た．主 要 な精 油 成分 に 関

す る 主成分分 析 の 結果，ホ ソ バ オ ケ ラ は   湖 北 省 東 部

（Ta ），  江 蘇省南部 の 茅 山 地 域 （Xu ，
　 Li，

　 Ya
，
　 Fo） お

よび   湖 北 省 西 部 ・
中部 地 域 〔Lu ，　 Wu ，　 Ca），安徽省南

部 （Hu ＞ の 3群 に 類 別 され た ．  の 地 域 に 生 育す る ホ ソ

バ オケ ラ は 3 を主成分 と し，白色綿状 σ）結晶を析出 し， 

は 2 と 6 を主成分 と し結晶の 析出は ほ とん ど認 め られ ず，

  は 3 と 4 が 主成分 で あ り結晶をよ く析出す る特 徴 を それ

TABLE　III．　 Eigenvectors　and 　Eigenvalues　from　the

　　　　　Data 　 of　GC 　 Analysis　fQr　Atrac！ylodes
　 　 　 　 　 lancea　Growing 　in　China

Variable ZlZ2Z3

1； elelnol 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 D．040　　 0．010
2： atractylon 　 　 　 　 　 　 　

− O．123 − 0．025
3： hinesol　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D．855　 − 0．506
4 ； β

一eudesmol 　　　　　　　　　　　　　　　　O．500　　　0．861
5： se 且ina．4（14），7（ll）．dien−8・one 　　　− 0．017　− 0．003
6 ： atractylQdin 　　　　　　　　　　　　　　　

− O．043　　　0、048

0．e420
．9040
．1100
．0690
．1240
．386

Eigenvalues

Cumurative 　 contribution 　 ratio

4．862 　　 1、482 　　 0．089
0．753　　　0、982　　　0．996

か

Σ 玲 ／ヵ＝1．077 ゆ ： number 　of 　variable ，γ ： variance ）．：己星

（21）
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Fig、5．　Distribution　of 　328　individuals　of　Atract），lodes！ancga
　　　 Growing 　in　China　on 　t庇1e　Basis　of　the　lst　Principal

　　　 Cemponent ．s （Z1） and 　 2nd　 Principal　 Components
　　　 （Z2）

　　　 Nurnber　l　ill　the 丘gure 　 shows 　the　 eastern 　 area 　 in
　 　 　 Hubei　province ．2is　in　Mt ．　Maoshan 　area 　lo（：ated
　 　 　 in　the　southern 　area 　in　Jiangsu　provincc ，　3is 　in　the
　 　 　 western 　or 　rnidd 】e　areas 　in　Ilubei　arld 　in　the　sou しhern

　　　 area 　i1ユ Anhui　pr〔，vince ．

は江蘇省茅 山産 で あ ト）， 結 晶 を析 出 し，湖 北 省産 な どの 他

の 産地の 蒼朮 に は こ の 特徴 が な い と報告 して い る．こ れ は

「蒼朮」 か ら の 結 晶 の 析 出 に 関 す る は じめ て の 学 術 的 報告

で あ り，茅 山産 の 「蒼朮」は 結 晶 を よ く析 出す る
23 ） と考

えられ る ように な っ た ．しか し，趙 は 河 北 省 安国の 市場 品

を材料 と して お り，産地 は商 品名 か らの 推 定 で あ る．今 回

の 調査結果か ら，結晶を析出す る特徴 を顕 著 に示 す蒼朮 が ，

市場 で は 他 の 生 薬 と 区別 して 「茅朮」 と呼ば れ て きた 可 能

牲 も考え られ る．

　 ホ ソ バ オ ケ ラ は 蒼朮の 主要な基原植物 の
一

つ とさ れ て い

るが，少 な く と も 3 型 に 類別 され，こ の 3 型 は生薬 と して

も区 別 さ れ る こ と が 明 らか に な っ た．茅山 地 域 は 「朮」 が

「蒼朮 」 と 「白 朮」 に 分か れ る 以前か ら，「朮」の 産地 と し

て 著 名 で あ る．こ の 地 域 に 生 育す る ホ ソ バ オ ケ ラが 形態的

特徴 だ け で な く，精 油 成分 的 に も他 の 地 域 の 植物 と 区別 さ

れ ， ま た 「白朮 」 の 主 成分 を同時に 含有す る こ とは 朮類生

薬の 品質 を考 え る上 で 興 味 深 い 結果 で あ る．

それ 示 した．

考 察

　湖北省，安 徽 省，お よび 江 蘇 省 に 生 育 す る ホ ソ バ オ ケ ラ

は 精油 成分 の 特徴が 生育す る 地 域 に よ っ て 異な り，3群 に

類 別 され，大きな個体変異が 存在す る こ とが 明 らか に な っ

た．我 々 は 生 育段階 を揃 え て 植物 を採 集 し，比 較 した た め

季 節 変 化 の 要 因 は 分 析結 果 か ら 除 くこ とが で き る と考 え ら

れ る．ま た ， 精 油 成 分 の 経 年変化 は 小 さ い こ と と
m ，株分

け 繁殖 に よ り育成 した遺伝 的 に 均
一

な 系 統 で は 精 油 成分 の

特徴が 安定 で あ る こ と か ら
Is ），自生 地 で の ホ ソ バ オ ケ ラの

変異 は 主 に 遺伝要因 に よ る こ とが 示 唆 され る．今 同 ， ホ ソ

バ オ ケ ラ で 明 らか に さ れた ような 2 次代謝 巌物 の 種 内 で の

変 異 は，GleJtveia　littoxalis（Umbelliferae ）
19 ），　 Sα旗 saehag −

inensis （Salicaccae）20） な ど 多くの 植物 で 報告 さ れ て い る．

　 ホ ソ バ オ ケ ラ は こ れ ま で 単
一一

の 分類群 と さ れ て きた が ，

三 木 ら
1‘” は 地 上 部 外 部 形 態 の 詳 細 な 研 究 に 基 づ い て，種

内に 3 分 類 群 が 認 め ら れ る こ と を 明 らか に し，報告 して い

る．また，寺林 ら
16 〕

は 内部形態的変 異 を調査 し ， 三 木 ら

の 分 類が 支持 さ れ る と報告して い る．今 回の 精油 成分 に よ

る 類 別 は，三 木 らの 外部形態に よ る 分類 ど
一
致 し，

こ れ を

支持す る結果 で あ っ た．中国か らもた らされ，現在 も植栽 ，

保 存 さ れ て い る ホ ソ バ オ ケ ラは 精油成分 に 変異が あ り
10），

こ の 変 異は 種 内変 異 と して 埋 解 で き，ま た，そ の 植物 は 複

数 の 地 域 に 由 来す る可能性 が あ る と思 わ れ る．

　新 た な 切断 面 か ら結 晶 を よ く析 出 す る こ とは商 品 学 的 に

品 質 の 良 い 「蒼朮 1の 特 微 と され て い る
21 ｝．こ の 特 徴 を 明

瞭に 示 す蒼 朮 の 産 地 は湖 北 省 と安徽 省 で あ る こ とが 自生 地

調査 に 墓つ い て は じめ て 明 らか に な っ た．趙
22 ）

は 「茅 朮」
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